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鳥取空港における取り組み
（鳥取空港管理事務所が作成した資料をベースに事務局にて編集）



◆鳥取空港では、バードストライク対策として、スターターピストルやフライター（花火のようなも
の）を使用して鳥の駆除を行っていた。

◆しかし、鳥の生態や行動を熟知しておらず、効果的な作業が実施できているか疑問であった
ため、平成２１年度に専門家の意見を聞いた上での有効な対策の検討に着手。

専門的な調査・研修の取り組み専門的な調査・研修の取り組み

◆鳥取県の事業である『課題対応スキル向上事業※ 』を実施し、鳥の生態の

専門研究機関である大学の協力により調査を行い、結果を踏まえた研修を実
施した。
【調査内容】
・鳥取空港周辺の鳥の動き
・鳥取空港における出現鳥種、餌、ねぐらの関係
・鳥取空港における鳥が好む場所 等

【研修内容】
・鳥類に関する一般的に必要な知識

（鳥類の視覚と聴覚、鳥類の物事に対する順応性、季節による鳥種のちがいなど）

・上記調査結果等を踏まえた鳥取空港におけるバードストライク対策
・研修対象者は、全ての空港関係者

専門研究機関による調査

※課題対応スキル向上事業：鳥取県の事業で、専門知識・技術を習得するための研修を、県内の大学等
に委託して行っている。各専門分野の教官に直接指導が受けられ、研究成果やノウハウを活かし、現場

のニーズに即した実践的な研修が実施できる。 調査結果による研修

取り組みに係る経緯取り組みに係る経緯

鳥取空港（取り組み内容）
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取り組みの効果取り組みの効果

【対応】
①鳥類（トビ）の目の位置・見え方を考慮し、トビ追払方法（後方から正面・側面）を変更。（研修終了後～）

→ トビはかなり嫌がっている様子。一定の効果はあるものと推測される。引き続き実施予定。

②調整池の水草の除去による虫（エサ）の発生防止及び調整池周辺の樹木撤去によるサギ類の休憩場所排除。
（樹木撤去：平成21年3月、水草除去：平成21年7月）
→ 現在のところはっきりとした効果は認められないものの、引き続き観察を続け、効果のほどを検証予定。

【検討中】
①草の密度や草丈管理による防除の検討。

→ 今年度は現状使用中の草刈り機の能力から対応は困難。今後実施できる対応を検討予定。

②研修にて鳥を実際捕まえてやると効果が大きいとの助言を受けて、必要最小限の駆除を検討。
→ 今年度は未実施。来年度は鳥の出現数が多い時期等を考慮し実施予定。

③研修が効果的であったとのことから、「スキル向上事業実践編」のような継続的実施を要望中。

草丈等管理（検討中）

正面・側面からの追払

駆除方法（対応） 環境対策（対応）

鳥取空港（取り組みの効果）
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神戸空港における取り組み
（神戸空港管理事務所が作成した資料をベースに事務局にて編集）



神戸空港（これまでの取り組み）

これまでの鳥衝突防止対策これまでの鳥衝突防止対策

◆平成18年2月16日の空港開港後、年間の鳥衝突件数が46件（管理事務所調べ）であったこと、特に
コアジサシの衝突件数が半数以上と顕著であったことから、以下の取り組みを強化。

①バードパトロールの２班体制（定時班：3回／日、常時班：日照時間帯随時）による実施強化。
②航空会社等からのバードスイープ要請に迅速に対応できるよう管理事務所の連絡体制を強化。
③コアジサシ対策として、コアジサシは裸地を好み生息する習性があるため、空港島の裸地内の緑化を実施。ま
た、緑化が適さないところには、テグスを設置。

④小鳥等については、伸びた芝地に営巣するため、草刈時期を営巣時期にあわせて実施。
⑤鳥の出現傾向に応じた爆音器の設置場所の効果的な見直し。

爆音器の効果的な場所への設置
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鳥衝突件数減少に向けた更なる対策強化鳥衝突件数減少に向けた更なる対策強化

◆衝突件数減少に向けて、以下の継続的な取り組みを実施。

①定時バードパトロールの強化（5回／日）や飛来集中場所の分析による実包による鳥の威嚇・駆除員を飛来集中
場所へ張り付け、重点的な鳥の駆除・追払いを実施。
②滑走路周辺の鳥を追い払うため、パトロール時間や実施方法等を航空管制官と調整し、実施要領を定めた上で、
保安道路上のバードパトロールを実施。

③夏場にカモメが滑走路を頻繁に横断している傾向を受けて、横断経路への爆音器増設や北側造成地の水溜まり
の除去の実施や冬場の夜間時間帯にカモが多数出現したため、爆音器を夜間仕様に設定。

④空港周辺にて大型鳥が多い時期においては、空港関係者による連携のもと、見かけた場合には管理事務所へ情
報提供し迅速なバードスイープを実施。

駆除員の集中張付

保安道路

保安道路上のバードパトロール

造成
地

鳥種に応じた爆音器設置

神戸空港（更なる対策強化）
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継続的な取り組みに向けて継続的な取り組みに向けて

◆鳥衝突件数は開港当初よりは減少しているものの、依然として年間20 件前後発生している状況。

◆今後もこれまでに得られた各種データの分析、鳥の出現状況や航空機の運航状況を勘案し、衝突
件数をさらに減少できるよう、様々な取り組みを継続的に実施するとともに新たな取り組みについても
研究するなど、最大限の努力を行っていく。

神戸空港（継続的な取り組みに向けて）
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松山空港における取り組み



松山空港（野生動物の衝突防止のための取り組み）

野生動物対策の取り組み強化野生動物対策の取り組み強化

◆平成21年7月に松山空港の滑走路上において、航空機とキツネが衝突した事案を受け、防止対策
のひとつとして滑走路周辺に忌避剤＊を取り付けた杭を設置し効果のほどを評価。

◆また、本忌避剤が農園等の鳥害軽減にも効果があるとの報告があることから、鳥衝突防止対策とし
ても有効なものかどうかの評価も併せて実施。
◆評価期間は、9月初旬から11月下旬。

30cm

・忌避剤は60cm間隔、高さ30cmの杭に設置。
・杭の設置にあたり、滑走路縁より13mから20mの7mを先行除草。

＊キツネの天敵であるオ
オカミの尿を使用した忌避
剤。
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松山空港（取り組みに対する効果）

取り組みによる効果取り組みによる効果

◆評価を実施したところの鳥衝突防止対策に関する結果は以下のとおり。

■鳥が忌避剤設置杭に集まっていることが確認され、忌避剤による効果は認められなかった。
■鳥の年間飛来数は、月による若干の増減はあるものの顕著な変化は認められなかった。
◎鳥の衝突件数は、大幅に減少した。また、鳥の追い払い件数についても大幅に減少した。

【衝突件数・追い払い件数減少要因の推定】

★鳥の餌となるバッタ類が滑走路上にほとんど出現しなかったため、鳥類の滑走路周辺上空での滞在時間が減
少したのではないか？

★バッタ類は変温動物であり日中体温を上げるため地表温度の高い滑走路に移動して日光浴をする習性がある
ところ、評価中は滑走路ではなく、忌避剤設置のために先行で草刈した場所に移動していたのではないか？

滑走路上に鳥
が多数存在

ﾊﾞｰﾄﾞｽｲｰﾌﾟ要請

滑走路上支障
なし

滑走路

着陸帯（草地）

先行除草部分

評価実施中の鳥出現状況イメージ（推定）これまでの鳥出現状況イメージ
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松山空港（評価結果を踏まえた来年度の取り組み）

評価を踏まえた来年度の取り組み評価を踏まえた来年度の取り組み

◆評価で実施した草刈方法が鳥の餌となるバッタ類の減少及びバードストライク等の減少の要因と推定さ
れるところ。
◆来年度以降の草刈をこれまでの順序から変更し、滑走路ショルダーから15m程度を先行除草しバッタ類
の出現状況及びバードストライク等の関連性を詳しく調査予定。

これまでと来年度の草刈イメージ
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長崎空港における取り組み



◆平成１９にバードストライクが多発、８月には中型旅客機にサギが衝突しエンジン損傷被害が発生したことを受けて、
長崎空港鳥衝突防止対策連絡協議会で対策を検討。爆音器の増設、ＰＢＢ固定橋や排水溝へのネット設置、進入灯
への防鳥対策、ターミナルビル等の巣の撤去、バードパトロールの経路変更及び職員によるバードスィープ等、可能
な対策を実施。また、効果的な鳥衝突防止対策を行うために、専門家による空港内及び隣接する県有地の鳥の生息
環境、動態及び航空機との衝突実態等の調査を実施。

◆調査の結果、長崎空港敷地に隣接する県有地に存在する樹林、Ｔ型水路及び水溜まりなどの自然環境が鳥を誘引
していることが確認され、利用樹林の伐採、水路へのネット張り及び水溜まりの排除等の環境対策が有効との提案
を受けた。また、第６回鳥衝突防止対策検討会においても、同提案について高評価を得た。

◆本提案を受け、航空局は平成２０年３月に長崎県に環境対策の必要性を説明し、対策実施の協力依頼を行ったが、
現状において予算措置は大変困難な状況であるとの回答であった。

これまでの鳥衝突防止対策これまでの鳥衝突防止対策

米ニューヨークにおいて鳥衝突に起因する航空事故の発生米ニューヨークにおいて鳥衝突に起因する航空事故の発生

 ＵＳエアウェイズの航空事故がバードストライクに
よるものと推測されていたことから、航空局は長崎
県に対して環境対策の必要性、対策実施の協力を
再度依頼。

 対策実施依頼の積み重ねにより、長崎県が雑木林
の一部伐採及びＴ型水路への防鳥ネｯトの設置に
必要な予算を６月定例県議会で計上。

 平成２２年２月～３月に長崎県が県有地の環境対
策を実施（別添参照）。

 今後は、対策実施後の鳥出現傾向をモニタリング
し効果の有無を評価、必要に応じて更なる対策の
取り組みを検討。

長崎空港（空港に隣接する県有地の環境対策実施状況）
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長崎空港（空港に隣接する県有地の環境対策実施状況）

実施前

実施後

実施前実施前

Ｔ型水路へのネット張り 利用樹林の一部伐採

実施後

内の樹木を伐採（現在作業中）
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